
市之倉

市之倉児童センター　平成26年度事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児 18 乳幼児 10

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 15 大人 6

乳幼児 482 乳幼児 546

小学生 3 小学生 5

中高生 8 中高生 3

大人 464 大人 517

【乳幼児クラブ】
ベビーズクラブ・・・０歳児対象
わんわんクラブ・・・１歳児対象
ちびっこクラブ・・・２歳児対象
ままともクラブ・・・妊婦さんから

　ベビーズクラブ・わんわんクラブ・ちびっこクラブは、季
節を取り入れた工作・運動遊びを中心に行った。その他
にもおやつ作り・お散歩・歯磨き教室・交通安全教室・市
之倉地区担当保健師さんとの相談会・市之倉保育園の
「ひよこ広場」の参加など、バラエティに富んだ活動もして
いただく事ができた。アンケートによると、平成26年度も
おやつ作り・お散歩など、会話を楽しみながらする事がで
きる活動が良かった、という意見が多い事が分かった。
また、子どもが活発に動くようになる１歳半から２歳児の
お母さん達からは、成長につれて運動遊びの増加を希
望する意見が多い事も分かった。今後は子どもの年齢に
より、運動遊びの割合を増やしていきたい。
　ままともクラブは、市之倉は乳幼児親子の数が減少し
ており、「市之倉に住んでいる乳幼児親子との交流が持
ちにくい」というお母さん達の声をよく聞く事から、年齢ご
との乳幼児クラブの開催だけではお母さん達の交流の
機会が少ないのではないかと感じ、子どもの年齢を限定
しないクラブとして平成26年度から開始した。お茶を飲み
ながら和やかな雰囲気を作り、会話のきっかけを提供す
るなどして働きかけてきたが、回を重ねるにつれ自然に
お母さん達の会話が弾む様子が見られるようになり、交
流が広がってきていると感じる。今後も交流の場となるよ
う続けていきたい。

　おはなしランド・てあそびランド・おりがみランドでは、大
型絵本の読み聞かせ、親子でのスキンシップを楽しんで
もらえる手遊び、季節を取り入れた折り紙など気軽に参
加してもらう事ができた。また、乳幼児親子が初めて来館
するきっかけになった。
　乳幼児水遊びも初めての来館のきっかけになった。ま
た、小・中学生も参加し、乳幼児との関わり方を学ぶ良い
機会にもなった。
　企画行事がこれからも初めての来館、交流のきっかけ
となるよう、工夫していきたい。

半期８回
月１回

乳幼児 411

407

乳幼児

小学生

中高生

1

2

大人 42

小学生

中高生

大人

53

2

6

乳幼児

小学生

中高生

大人

乳幼児

小学生

小計 95 103

【体力増進】
スポーツランド

2ヶ月に1回 5 6

　スポーツランドでは、ウルトラトレーナー・バドミントン・フ
ラフープを使ってのケンケン遊び・ボール投げなど、親子
で様々なスポーツを体験してもらう事ができた。親子で楽
しく遊ぶ事で、自然に体力増進へとつなげる運動をする
事ができた。

【企画行事】
おはなしランド
てあそびランド
おりがみランド
乳幼児水遊び

月1回 19
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12

H25
年度

H26
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢
ごとの集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。
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平成25年度の実施状況 平成26年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己
評価
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市之倉

乳幼児 乳幼児 2

小学生 小学生 57

中高生 中高生 2

大人 大人 2

乳幼児 6 乳幼児 3

小学生 1065 小学生 1133

中高生 0 中高生 2

大人 27 大人 14

　一輪車クラブは、高学年を中心に子ども達が主体的に
進めていく事ができるようになってきた。また、人数が増
えてきたことにより、発表をする度に１チームから２チー
ム、３チームになり、高学年だけでなく中学年、低学年の
子ども達もリーダーとして活躍できるようになってきてい
ると感じる。また、チームが増えた事により、お互いを意
識し合って演技の意見もますます活発に出るようになっ
てきている。地域のあんどんまつり・児童センターまつり・
小学生クラブお楽しみ会で発表する事ができた。
　スマイルキッズでは、地域の方にご協力いただいて、
様々な活動をする事ができた。野菜・花の苗植え・世話・
収穫、あんどんまつりの準備、児童センターまつりの
ゲームーコーナーの計画・準備・実施、市之倉での健康
診断を周知するためのシール貼り、地域の敬老会のた
めのプレゼント作り、独居老人の会「まめなかな」のため
のプレゼント作り・ハンドベルの演奏発表などを行った。
　どれみクラブは、平成26年度も地域の方にご指導いた
だき、大正琴の練習に励んできた。児童センターまつり・
「まめなかな」・小学生クラブお楽しみ会で発表する事が
できた。子ども達は演奏を通して多くの地域の方から温
かい言葉をいただく事ができた。
　もぐもぐクラブ・ファンシークラブではアンケートによる子
ども達の要望も取り入れながら開催した。平成26年度は
多くの1年生の参加があり、学年を混ぜてグループ分け
をする事で、教えあいながら、また協力しながら作り上げ
る事を学んだ。

　夏休み工作教室は、核融合科学研究所の先生に来て
いただいて、「パタパタ飛行機」作りをした。いつも小学生
クラブやイベントにおいて女の子の参加が圧倒的に多い
のだが、今回は男の子の参加が多く、良かった。男の子
に魅力的な企画行事をこれからも考えていきたい。
　宿題大作戦では、図書室が２階にあり遊戯室などの遊
ぶ場所から離れている利点を活かして、静かに集中して
学習してもらう事ができた。

0

16

中高生

大人

0

905

104

乳幼児

小学生

23

20

　平成26年度から継続的に、また自主的にスポーツに
チャレンジする事ができるよう、ウルトラトレーナー・縄跳
び・ボール投げ・一輪車・トランポリン・卓球・バドミントン
を項目に、毎月測定値などを記入する事ができる「体力
カード」を作った。初めはチャレンジを呼びかけていた
が、徐々に進んでチャレンジする姿が見られるようにな
り、少しずつ定着してきていると感じる。ペアでないと測
定できないものもあるため、友達との交流を深めるため
のきっかけにもなっていると思われる。

小計 127 112

【企画行事】
夏休み工作教室
宿題大作戦

長期休暇

160

【体力増進】
体力カード

月1～２回

6

17

月１～2回

【小学生クラブ】
一輪車クラブ
スマイルキッズ・・・ボランティア活
動
どれみクラブ・・・大正琴
もぐもぐクラブ・・・おかし作り
ファンシークラブ・・・手芸
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目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。
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市之倉

乳幼児 0 乳幼児 1

小学生 6 小学生 20

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 1

乳幼児 34 乳幼児 34

小学生 87 小学生 83

中高生 0 中高生 4

大人 115 大人 79

乳幼児 6 乳幼児 2

小学生 29 小学生 21

中高生 1 中高生 0

大人 7 大人 2

乳幼児 22 乳幼児 0

小学生 77 小学生 6

中高生 0 中高生 0

大人 15 大人 0

乳幼児 67 乳幼児 55

小学生 167 小学生 203

中高生 1 中高生 2

大人 379 大人 377

乳幼児 129 乳幼児 92

小学生 366 小学生 333

中高生 2 中高生 6

大人 516 大人 459

23 22
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お正月

小計

2
　お正月にふくわらい・はごいた・たこあげなどを楽しんだ
り、作ったりする事により、日本に伝承されている昔から
の遊びを体験してもらう事ができた。

【地域行事（共催行事）】
五平餅作り
あんどんまつり
敬老の集い
花もちを作ってぜんざいを食べよう
まめなかな

随時 9 8

　五平餅作り・花もちを作ってぜんざいを食べようは、運
営委員、民生児童委員、地域の方にご協力いただき、開
催する事ができた。
　あんどんまつりでは、青少年まちづくり市民会議による
あんどんコンクールのための絵の作成、一輪車クラブの
演技発表、ゲームーコーナー模擬店に参加させていただ
いた。
　敬老の集い・まめなかなでは、小学生クラブ、中学生ボ
ランティアの子ども達がプレゼントを作り、小学生クラブ
の子ども達が直接渡しに行き、地域のお年寄りの方々と
交流する機会をいただく事ができた。また、まめなかなで
は、小学生クラブ、ボランティアの子ども達が大正琴・ハ
ンドベルの演奏発表もさせていただいた。

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。【伝承遊び】

　８月にデイキャンプ、１０月に児童センターまつりを開催
した。
　デイキャンプでは、地域の方に先生になっていただいて
カレーライス作りをした。
　また、児童センターまつりでは、模擬店を開催するにあ
たって運営委員、民生児童委員さんをはじめ多くの地域
の方にご協力いただいた。ゲームコーナーを運営した小
学生クラブの子ども達や、まつりに参加してくれた子ども
達に多くの地域の方々と交流を持ってもらう事ができた。

【プレゼント作り】
大切な人へのプレゼント作り
（母の日、父の日、敬老の日）

随時 6 6

　母の日・父の日・敬老の日のプレゼントを心を込めて作
り、メッセージカードに気持ちを綴る事で、子ども達に身
近な人達への感謝の気持ちを再確認してもらう事ができ
た。11 11

3 4

　端午の節句にこいのぼり作り、桃の節句にひなまつり
のお菓子作りを行い、日本の文化・風習に触れてもらう
事ができた。また、児童センターの玄関に地域の方から
いただいた兜や雛人形も飾り、来館した方にも日本の文
化、風習を感じてもらう事ができた。

【館行事】
デイキャンプ
児童センターまつり

年1回 2 2

【節句行事】
端午の節句こいのぼりを作ろう
ひなまつりおかしを作ろう

節句時



市之倉

乳幼児 22 乳幼児 6

小学生 50 小学生 25

中高生 0 中高生 1

大人 19 大人 8

乳幼児 30 乳幼児 4

小学生 113 小学生 58

中高生 0 中高生 0

大人 114 大人 14

乳幼児 78 乳幼児 32

小学生 364 小学生 574

中高生 28 中高生 25

大人 143 大人 40

　おりがみランド・こうさくランド・アイロンビーズは、気軽
に楽しめる物作りとして、多くの方に参加してもらう事が
できた。季節を感じる事ができたり、想像力を膨らませる
事ができたり、根気を養う事ができたり、来館のきっかけ
になったり、交流のきっかけになったりと、様々な効果が
あったと思われる。
　トランポリン・卓球・バドミントンは遊戯室の広さと天井
の高さを活かしてできるスポーツとして、多くの方に楽し
んでもらう事ができた。特にトランポリンは毎回多くの子
ども達が楽しみに来館してくれた。楽しみながら体力増
進に繋げる良い運動となった。
　ちぎり絵作りは平成26年度も地域の方がボランティア
で講師として子ども達に教えに来てくださった。専門的な
ちぎり絵作りの技術を教えてもらう事ができ、素敵な干支
の色紙ができた。
　いろいろこうさくは、こうさくランドに比べると少し専門的
な工作や手芸を提供しようと、申し込み不要で気軽に物
作りの楽しさを味わってもらう事を目的に、初めて開催し
た。有料で開催したにも関わらず、わりと多くの子どもか
ら大人の方まで参加してくださり、いくつかの作品を作る
方も見られた。平成27年度も定期的に開催していきた
い。
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小学生

【避難訓練・防犯防災訓練】
火災訓練
地震訓練

月1回

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

【企画行事】
おりがみランド
こうさくランド
アイロンビーズ
トランポリン
卓球
バドミントン
ちぎりえ作り
いろいろこうさく

週2回

　進級お楽しみ会では、参加者全員が自己紹介をする事
により、他学年の子ども達との交流を広げる事ができる
良い機会になった。また、小学校新１年生の子ども達が
初めて子どもだけで来館するきっかけにもなった。児童
センターの「おやくそく」をクイズにしてゲーム感覚で考え
る事により、新１年生の子ども達も楽しみながら学ぶ事
ができた。
　七夕飾り作りでは、児童センターの玄関に地域の方か
らいただいた大きな笹を飾り、訪れた方々に様々な飾り
を作っていただいたり、短冊に願い事を書いていただい
たりして、七夕の季節を感じてもらう事ができた。

11

　なぜここから逃げなくてはならなのか、なぜこの方法で
身を守らなくてはならないのかなど、考える事を大切に、
訓練を行ってきた。災害の怖さ、命の繊細さなどを考える
良い機会になった。また、消防士さんに来ていただいて
職員だけを対象に訓練を行った。いざという時に冷静に
対応できるよう、再確認をする事ができた。

乳幼児

【季節行事】
進級お楽しみ会
七夕飾り作り

随時

中高生

大人

26

201

28

10

乳幼児

小学生

中高生

大人

22

491

24

18



市之倉

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 13 小学生 5

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 1

小学生 55 小学生 95

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 8

乳幼児 0 乳幼児 1

小学生 68 小学生 100

中高生 0 中高生 0

大人 0 大人 8

乳幼児 1 乳幼児 0

小学生 2 小学生 0

中高生 19 中高生 2

大人 0 大人 0

乳幼児 19 乳幼児 0

小学生 1 小学生 0

中高生 16 中高生 10

大人 13 大人 0

乳幼児 20 乳幼児 0

小学生 3 小学生 0

中高生 52 中高生 44

大人 13 大人 0

　学習スペースの提供では、皆が遊ぶ遊戯室から離れて
いるという利点を活かして、２階の図書室で静かに学習
に取り組んでもらう事ができた。
　スポーツスペースの提供では、バドミントンを楽しむ中
高生が多く、広くて天井が高い遊戯室を有効に使っても
らう事ができた。
　中高生ハローワークでは、１０月に南ヶ丘中学校２年生
の生徒２名が職場体験に来てくれ、各機関へのおたより
の仕分け、乳幼児クラブの準備、乳幼児クラブでの読み
聞かせ、乳幼児親子との交流、小学生との交流、児童セ
ンターまつりの準備など、様々な体験をしてもらう事がで
きた。

小計 18 22

【中高生ボランティア】
イベントボランティア
敬老の集いのためのプレゼント作
り

夏休み 4 9

　デイキャンプのボランティア、あんどんまつりの準備、
児童センターまつりの準備・運営、敬老の集いのための
プレゼント作りと様々なボランティア活動を体験してもらう
事ができた。小学生の頃から児童センターで様々なボラ
ンティアを経験している中学生が積極的に参加してくれ
た。

夏休み 7 2

　乳幼児の水遊び、ちびっこクラブでのおやつ作りにおい
て、乳幼児との関わり方を学んでもらう事ができた。初め
はとまどう姿が見られたが、次第に慣れてきて上手に関
わる事ができるようになり、乳幼児からも笑顔がこぼれて
いた。

35

2

　館内の清掃を自主的に手伝う子どもの姿が見られ、自
主的に手伝ってくれたという事が温かい気持ちが育って
いると感じた。清掃活動としてだけではなく、心を育むた
めの機会としていきたい。

【中高生の居場所事業】
学習スペースの提供
スポーツスペースの提供
中高生ハローワーク

月1回 7

28

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげてい
くため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

10 10

【その他ボランティア活動】
行事の手伝い
生物・植物の世話

月2回

中
高
生
事
業

1

小計

【ふれあい事業】
乳幼児水遊び
乳幼児クラブでのおやつ作り

21 33

　野菜・花の苗植え・世話・収穫、カブトムシの世話、イベ
ントの手伝い、敬老の集い・独居老人の会「まめなかな」
のためのプレゼント作り・ハンドベルの演奏発表など、と
ても様々なボランティア活動をしてもらう事ができた。自
主的にしてくれたもの、職員から声を掛けたものは半々
ぐらいであったと思われる。どちらにしても、心を育んで
いくための機会として大切にしていきたい。

10 13
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1

【クリーン大作戦】
館内の清掃 随時 目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、そ
れぞれの地域で活動で
きるよう人材育成を進
める。

11

0

0

32

0

0

0

17

乳幼児

小学生

中高生

乳幼児

0大人

小学生

中高生

大人



市之倉

乳幼児 17 乳幼児 4

小学生 1 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 19 大人 11

乳幼児 33 乳幼児 72

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 36 大人 60

乳幼児 50 乳幼児 76

小学生 1 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 55 大人 71

乳幼児 乳幼児 0

小学生 小学生 4

中高生 中高生 0

大人 大人 2

乳幼児 1 乳幼児 4

小学生 0 小学生 7

中高生 0 中高生 0

大人 1 大人 2

乳幼児 306 乳幼児 11

小学生 245 小学生 40

中高生 16 中高生 12

大人 387 大人 83

乳幼児 307 乳幼児 15

小学生 245 小学生 51

中高生 16 中高生 12

大人 388 大人 87

1 3

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。
　　　　　　　　※「年度評価欄」は、次の内容で記入。
　　　　　　　　　　仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、仕様書の一部不実施（軽微）：8～7点、仕様書の一部不実施（中程度）：6～3点、それ以下：2～0点
　　　　　　　　　　自主事業のみ…内容・事業数等が期待以上：15～12点、例年通り：11～9点、例年よりやや劣る：8～7点、例年より劣る：6～3点例年よりかなり劣る　2～0点

【祖父母の孫育て支援】
おじいちゃん・おばあちゃんと
一緒にしおり作りをしよう

年3回

12

1

24

 　父の日にちなんで、６月にお父さんと子どもが一緒に
何か楽しむ事ができないかと考え、広い遊戯室を活かし
て楽しむ事ができる、お父さんと一緒にバドミントンをしよ
う、を開催した。お父さんと一緒に来館した事がない子ど
もがお父さんと一緒に参加してくれ、楽しむ姿が見られ
た。コミュニケーションをとる良い機会になったと思われ
る。今後も定期的に開催していきたい。

　おじいちゃん、おばあちゃんと子どもが一緒に何か物作
りを楽しむ事ができないかと考え、押し花を使ったしおり
作りを開催した。地域の方にご協力いただいて育てた花
を使って作った押し花を有効に活用する事ができ、参加
した方にもきれいな押し花を喜んでもらう事ができた。

　平成26年度も集会所をお借りして移動児童館を行っ
た。参加者が少ない時もあり、場所や時間や周知などま
だまだ様々な課題があると思われるが、民生児童委員さ
んがご協力くださり、呼びかけていただいたおかげで少し
ずつ定着してきていると感じる。移動児童館を開催してい
る地域の子ども達の児童センターへの来館も増えてきて
いると感じられる。平成27年度は課題だと思われる所を
工夫して開催していきたい。
なお、平成26年度は地域の大きな行事の人数をこちらに
計上していないため、参加人数が減少している。

21

【移動児童館】
愛岐パーク集会所
ハイランド第１集会所
ワーカーズ杯（平和マレットゴルフ
場）

月2回 23 17

11 11

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業

1

【イクメン事業】
お父さんと一緒に
バドミントンをしよう

年1回

24

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

14

小計

11

3
　市之倉地区担当の保健師さんが、乳幼児クラブの開催
日など、何度か来館してくださり、乳幼児のお母さん達の
様々な相談に乗っていただく事ができた。

【子育て相談会等】
たまぴよサロン

月1回 10 10

　お母さん達の交流の場から、相談の場としても発展し
ていくように定期的にサロンを開催した。お母さん達の会
話の中で、様々な悩みを打ち明ける姿が見られたが、話
を聞いてもらえるだけでも楽になった、という声も聞こえ、
お母さん達のストレス軽減の場としても効果が感じられ
た。

13
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1

【相談業務】
子育て相談

月1回

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓口
として相談を受ける。イ
ンターネットによる相談
受付や専門員による相
談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児
童委員・保健センター・
子育て支援センターと
の連携を図る。

小計


